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DISPERBYK-142 

   DISPERBYK-142 
 
  溶剤型塗料およびピグメントコンセントレート用高分子量湿潤分散剤
エポキシ樹脂系塗料における顔料の分散安定化に最適 

 
 

 製品データ 

 
  組成 
 顔料親和性基を有する高分子量共重合物のリン酸エステル塩の溶液 
 
  一般性状 
本データシートに記載した数値は代表値であり、品質規格ではございません。  

アミン価： 43 mg KOH/g
酸価： 46 mg KOH/g
比重 (20℃)： 1.03 
不揮発分 (150℃、20分)： 60 %
溶剤： メトキシプロピルアセテート
引火点： 48℃
 
  食品接触用途 
 最新の食品接触用途に関する法的適合状況についてはお問い合わせ下さい。または下記URLにてご確認下さい。
www.byk.com  
 
  特記事項 
 DISPERBYK-142は、焼付エナメル塗料における鋼基材への密着性に悪影響を与えることがあります。
白色焼付エナメル塗料に使用する場合は、DISPERBYK-142が黄変性に影響を与えるかどうかを確認して下さい。
黄変する場合は、酸化チタンの分散安定化にDISPERBYK-180をお勧めします。 

  
 

  適用分野 

 
塗料   
 
  特長 
 本添加剤は顔料を立体安定化により脱凝集させます。脱凝集した顔料は粒径が小さくなり、光沢および着色力が向
上します。さらに、透明顔料の透明性が向上し、不透明顔料では隠蔽力が向上します。
粘度を低下させるので、レベリング性も向上し、顔料の配合量を高めることが可能になります。
 
推奨用途      
 DISPERBYK-142はあらゆる一般的塗料バインダーと幅広い相溶性を示します。
特にエポキシ樹脂系に適しています。 
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推奨添加量 
 顔料に対して添加剤として 

無機顔料： 12-17 %
有機顔料： 25-70 %
カーボンブラック： 45-90 %
 
  上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。 

     添加方法 
 最適性能を得るためには、本添加剤をミルベースに添加してから顔料を添加して下さい。 
 

  印刷インキ 
 
  特長 
 本添加剤は顔料を立体安定化により脱凝集させます。脱凝集した顔料は粒径が小さくなり、光沢および着色
力が向上します。さらに、透明顔料の透明性が向上し、不透明顔料では隠蔽力が向上します。
粘度を低下させるので、フロー性も向上し、顔料の配合量を高めることが可能になります。 

     推奨用途 
 DISPERBYK-142はあらゆる溶剤型印刷インキに適しています。 
 
  推奨添加量 
 顔料に対して添加剤として 

無機顔料： 5-10 %
有機顔料： 15-25 %
カーボンブラック： 15-25 %
 
  上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。 

     添加方法 
 最適性能を得るためには、本添加剤をミルベースに添加してから顔料を添加して下さい。 
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